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【要旨】
本論文は、資格要件の構造を検討することによって生涯学習成果の評価における
実務経験の位置付けを明らかにすることを目的とする。事例として取り上げた２級
ボイラー技士の資格では、実務経験と学習時間についての評価の間には４種類の関
係、実務経験と習得した知識・技術についての評価の間には１種類の関係が見られ
た。また、それらの関係から実務経験を経験時間と習得されている知識・技術との
２つの要素から成るものと仮定して、資格における実務経験の位置付けについて考
察した。

l.本論文の目的と研究方法
本論文の目的は、資格要件の構造を検討することによって生涯学習成果（以下、学習成

果）の評価における実務経験の位置付けを明らかにすることである｡
生涯学習審議会答申「学習の成果を幅広く生かす一生涯学習成果を生かすための方策に

ついて一」（1999）では、さまざまな学習成果の評価を社会参加の際に資料として活用す
る必要性が指摘された。そのためのツールとして、個々人が学習成果を記録し資料とする
ための「生涯学習パスポート」（生涯学習記録票）が提案されたが、そこでは学習成果の
客観的な評価ばかりでなくボランティア歴や地域活動歴なども記載することが考えられて
いる。それらを記載するのは、ボランティア活動や地域活動は学習を目的とした活動では
ないものの、それらが学習性のある活動と考えられているためと思われる。しかし、それ
らを評価することは難しく、活動の履歴という形でしか提示することはできない。そのた
め、生涯学習パスポートにはそのような活動の履歴、記録等と講座の修了等の学習成果の
評価が混在することになるが、それらの関係は明確にはなっていない。
ところで、ボランティア活動などのように、学習を目的とはしていないが学習性がある

と思われている活動の一つに、職業上の活動（実務経験）がある。職業上の活動である実
務経験についての証明（書）は、資格という学習成果の評価を得るための要件として挙げ
られていることがある。そこで、本論文では、資格試験の受験資格に実務経験を含む資格
を取り上げ、その構造を関係計算法によって明らかにする！)。そして、学習成果の評価に
おける実務経験の位置付けについて考察し、ボランティア活動などの履歴の位置付けにつ
いての手がかりを得ることにしたい。
ここでは、資格要件の中に現れている学習成果の評価を、習得した知識・技術について

の評価と学習時間についての評価という観点を用いて捉え、学習成果の評価と実務経験の
関係を見ることにする。
具体的に分析する資格としては、２級ボイラー技士の資格2)を取り上げる。その理由は、
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ボイラー技士の資格が受験資格として学（校）歴、講習の修了、他の資格、実務経験とい
ったさまざまなものを挙げており、またそれらが組み合わされているからである。
なお、ここでいう経験とは、人間と環境の関わり（能動的・受動的行動の双方を含む）

とその成果の総体を指す３１。実務経験とは、さまざまな経験のうち、ある職業上の活動（職
務・業務）に関わるものであるとする。
また、学習成果とは一定の活動による考え方や行動様式の変容を指し‘)、学習成果の評

価とは、その変容についての価値判断とその結果のことである，)。資格は学習成果の評価
の一種であるが、その資格要件の中に他の学習成果の評価が入っていることもある。
本論文では、資格を取得するために必要な要件（受験資格を満たすことと試験の合格な
ど）を資格要件と呼ぶことにする。

２．２級ボイラー技士資格の構造
まず、２級ボイラー技士資格の試験とその受験資格について見ておくことにしよう（第
１表)。

第１表２級ボイラー技士資格の資格要件

((財）安全衛生技術試験協会(http:欣刀ww.exam.orjp/)内http:"Www.exam.orjp/aO3.hmlをもとに作成）

試験科目として「ボイラーの構造に関する知識」「ボイラーの取扱いに関する知識」「燃
料および燃焼に関する知識」「関係法令」の４つがあげられており、いずれも知識を問う
内容となっている。
受験資格は１０種類あり、これらのいずれかを満たすことによって資格試験を受験する
ことができる。
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試
験
科
目

･ボイラーの構造に関する知識
･ボイラーの取り扱いに関する知識
･燃料および燃焼に関する知識
･関係法令

受
験
資
格

大学、高専、高校または中等教育学校においてボイラーに関する学課を修め卒業した
者で、３月以上の実地修習を経た者
･ボイラーの取扱いについて６月以上の実地修習を経た者
･ボイラー取扱い技能講習を修了した者で、その後４月以上小規模ボイラーを取り扱っ
た経験がある者
･エネルギーの使用の合理化に関する法律第８条第１項の熱管理士免状を有する者で、
1年以上の実地修習を経た者
･海技士（機関１，２，３級）免許を受けた者
ボイラー・タービン主任技術者（１，２種）免状を有する者で、伝熱面積の合計が2５
平方メートル以上のボイラーを取り扱った経験がある者･ボイラー実技講習を修了した者
･海技士（機関４，５級）免許を受けた者で、伝熱面積の合計が２５万平方メートル以
上のボイラーを取り扱った経験がある者
･保安技術職員国家試験規則による汽罐係員試験に合格した者で、伝熱面積の合計が２５
万平方メートル以上のボイラーを取り扱った経験がある者･鉱山において、伝熱面積の合計が２５万平方メートル以上のボイラーを取り扱った経
験がある者（但し４kg/平方メートル以上の蒸気ボイラーまたは0.4MPa以上の温水ボ
イラーに限る｡）



この資格の資格要件は、受験資格のいずれかを満たした上で資格試験（第１表の試験科
目）に合格することであり、それは[1]式のように表される６)。

{(S中T)#T#Tエ・中E#L,エ・中T#T#L2中E#E}工・中Hc……[1]

Hc:習得した知識・技術についての評価
S:大学、高専等の修了
L:資格(L, :熱管理士L2:保安技術職員(汽罐係員))
＃ ： 組 合 せ 関 係 エ ： 順 序 関 係 中 ： 結 合 関 係

Ht:学習時間についての評価
T:講習の修了
E:実務経験
．：共立関係

例えば、資格試験は先述したように知識を問い、学習時間は間うていないため、習得し
た知識・技術についての評価(Hc)と捉えることができる。それは資格要件を満たすも
のとして必須であるが、それよりも先に受験資格（[1]式の｛｝内）を満たしているこ
とが必要である。さらに、資格試験と受験資格のどちらか一方を満たしているだけでは資
格を取得することはできない。したがって、受験資格（[1]式の｛｝内）と資格試験(Hc)
との間には時間の順序関係（工）があり、同時に（・）、結合している(cb)と捉えられ
るであろう。なお、受験資格は第１表にあるように複数存在するが、そのいずれかを満た
せばよいので、受験資格の各々は相互に関係がないと考えられる。したがって、受験資格
([1]式の{}内）は複数の条件の組合せ(#)として表せる。
次に、大学、高専等の修了(S)および講習の修了(T)は、習得した知識・技術につ
いての評価(Hc)と学習時間についての評価(H)のどちらか一方だけでは認められな
い。したがって、それらはHcと別が結びついたものであると考えられる。先に述べた
ように、本論文では習得した知識・技術についての評価(Hc)、学習時間についての評価
(H)と実務経験(E)との関係を明らかにすることを目的としているので、大学、高専
等の修了(S)と講習の修了(T)はそれぞれ[2]式、[3]式のように表すことにする。

……[2］
……[3］

S=H c中H t
T = H c中H t
＝：関係同値

また、熱管理士の資格(LI)および保安技術職員（汽罐係員)(L2)の資格要件は第２
表のとおりである。
これらの資格要件も、学習時間についての評価と習得した知識・技術についての評価、

実務経験の関係に着目すると、［4]式、［5]式のように表される。

．…･･[4］
･･･…[5］

Ｌ】三Hc中E#Eエ・中T=Hc中E#Eエ・中(Hcclom)
L2= (E#E )エ・中Hc
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第２表熱管理士および保安技術職員（汽罐係員）の資格要件

（(財）省エネルギーセンターhttp:於"ww.ecQj.orjp/内http:"Www,ecQj.orjphngrl/guide/3.html，
「鉱山保安技術職員」の項（『国家試験資格試験全書2005』自由国民社2003p.406)および
経済産業省http:/Mwwmeti.gojp/内h叩:"Www.meti.gojp/infbmatioMicense/Cfxt29.hmlをもとに作成）

以上の[1]～[5]式を前提とすると、［6]式が導出される。これは、２級ボイラー技士の
資格要件の構造を、習得した知識・技術についての評価(Hc)、学習時間についての評価
(H)、実務経験(E)だけで表した式である。[6]式によると、２級ボイラー技士の資格
要件の構造では、習得した知識・技術についての評価(Hc)が、学習時間についての評
価(H)、実務経験(E)、学習時間についての評価と実務経験がともにあること(H中E)、
学習時間についての評価の後に実務経験があること（砒工E)、実務経験の後に学習時間
についての評価があること(E=H)のそれぞれと結びついている。

……[6］Hc中{H#E#H中E#砒エE#EエⅢ｝

3．学習成果の評価における実務経験の位置付け
(1)実務経験(E)と学習時間についての評価(Ht)との関係
［6]式から実務経験(E)と学習時間についての評価(Ht)との関係を取り出してみる
と、①H#E、②Ht中E、③Ht=E、④Ｅ工砒の４つがある7)(第３表)。
①m#Eは、学習時間についての評価(Ht)と実務経験(E)との間に何の関係もない
ことを示している。これは、Htだけ、あるいはＥだけでもよいことを意味している。そ
のような学習時間についての評価と実務経験との関係をもつ資格には、保安技術職員（汽
罐係員）や自転車安全整備士などがある。
②Ht中Ｅは、順序は問わないが、経験と学習時間についての評価とが結びついている。
なお、前提である[1]～[5]式をみると、学習時間についての評価(Ht)は大学、高専等の
修了(S)と講習の修了(T)に含まれている。つまり、学習時間についての評価(Ht)
は学習を目的とした活動に対して行われるものである。したがって、学習を目的とした活
動と経験とがその順序を問わずに結びついているということでもある。そのような活動と
してはOJTなどが考えられる。
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熱管理士 (1)国家試験による取得
財団法人省エネルギーセンターが毎年夏に行うエネルギー管理士試験(熱)に合格す
る（受験資格は特になし)。
免状申請の前に、燃料等(電気)の使用の合理化に関する実務に１年以上従事する。
(実務経験は受験の前でも後でも可)。
経済産業大臣に申請することにより、熱(電気)管理士免状が交付される。
(2)認定による取得方法
研修申込時までに燃料等(電気)の使用に関する合理化に関する実務に３年以上従事
する。その後､財団法人省エネルギーセンターが毎年冬に行うエネルギー管理研修(熱）
を受講し、修了する(修了試験に合格すること） ◎

経済産業大臣に申請を行うことにより、認定され免状交付が受けられる。
保安技術職員
(汽罐係員）

資格試験（普通試験）に合格する。
受験資格：一年以上鉱業の実務に従事した者。

ただし、汽缶係員試験を受けようとする者であって、当該職務に従事した
経験が１年以上ある場合は、鉱業の実務経験がなくてもよい。



③Ht=Eは、学習時間についての評価の後に経験があることを示している。つまり、
講習などの学習時間についての評価を得ることが経験の前提となっているということであ
る。例えば、医師国家試験においては、実務経験は問われず、大学で医学を学び、この試
験に合格してから研修医として経験を積むことになる。
④E=Htは、経験の後に学習時間についての評価があることを示している。講習など
の学習の前提として経験を位置付けているということもできるであろう。そのような資格
の例としては、熱管理士（認定による取得方法の場合）やＢ級以上の競技力向上指導者な
どがある8)。

第３表実務経験(E )と学習時間についての評価(H)との関係

(2)実務経験(E)と習得した知識・技術についての評価(Hc)との関係
上記の[6]式をさらに展開すると[7]式が得られる。

･･･…[7］Hc中脳#Hc中E#Hc中別中E#HcdoHt=Hc中E#HccIoE=Hc中Ht

［7]式から実務経験(E)と知識・技術についての評価(Hc)との関係を取り出すと、Hc
中Ｅの１種類だけである。これは、実務経験と知識・技術についての評価が順序を問わず
に結びついていることを意味している。

(3)学習成果の評価における実務経験の位置付け
前述のように実務経験(E)と学習時間についての評価(H)との関係の中にはHt中Ｅ
がある。また、実務経験(E)と習得した知識・技術についての評価(Hc)にはHc中Ｅ
という関係がある。学習時間についての評価（Ⅲ）および習得した知識・技術についての
評価(Hc)のそれぞれと実務経験(E)とが結びついていることから、実務経験(E)も
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実務経験(E)と学習時間に
ついての評価(H)との関係

例

①H#E 学習時間についての評価とは関係
がない

保安技術職員（汽朧係員）
実務経験だけが資格要件となっている。
自転車安全整備士
試験を受験するためには年齢と実務経験とが受験

資格を満たしている必要がある。
②砒中Ｅ 順序は問わないが必ず学習時間に

ついての評価と結びついている
O J T
学習活動を行い、その評価を受けながら実務経験
を積むなどする。

③Ht=E 講習などの学習時間についての評
価を得ることが経験の前提となっ
ている

医師国家試験
大学で学び、国家試験に合格してから研修医とし

て臨床研修を行う。
④E=Ht 学習時間についての評価をえるた

めの前提として経験が必要である
熱管理士（認定による取得方法）
研修申込までに燃料等の使用に関する合理化に関
する実務に３年以上従事する。
競技力向上指導者(B級以上）
実務経験が講習受講のための要件になっている。



経験時間と経験によって習得されている知識・技術との二つの要素に分けて考えることが
できると思われる。
経験時間は、資格要件の中で「実務経験６カ月以上」という形で記載されている。これ
は評価ではないが、事業者等の証明書によってその事実が確認される。
一方で、実務経験により習得した知識・技術については、評価が行われているわけでは

ない。しかし、どのような経験かという業務内容が指定され、事業者等の証明書によって
その業務をしたという事実は確認できる。ある業務を行うためには、最低限必要な知識・
技術が身についていなければならないため、事業者等の証明書は評価ではないが、ある人
物がその業務をするために最低限必要な知識・技術を習得していることを示しているとも
考えられる。
評価を行う際には､評価目的に応じて評価対象と評価項目が設定され､測定が行われる。
それに照らして考えると、実務経験についての証明（書）は、ある資格の取得に最低限必
要な知識・技術が習得されているかどうかの情報を得るために業務内容と経験時間につい
て測定した結果を示したものとして位置付けることができるであろう。

4．今後の課題
本論文では、２級ボイラー技士の資格の構造を示して、学習時間についての評価および

習得した知識・技術についての評価と実務経験との関係を明らかにし、学習成果の評価に
おける実務経験の位置付けについて考察を行った。
今後の課題は、第１に、他の資格についての検討を行うことである。他の資格では、今
回とりあげた２級ボイラー技士にはなかった構造が見られる可能性がある。
第２に、習得した知識・技術についての評価(Hc)と経験によって習得されている知

識・技術についての証明との互換の可能性について検討することである。資格要件を表し
ている[7]式においてHc"HtとHc"Eとは組合せ関係(#)にあった。両者が同じ内容
の知識・技術を問うているのであれば、前者を後者で（あるいは後者を前者で）置き換え
ることによって資格や他の評価を得ることができるようにすることが考えられるであろ
う。ただし、経験によって習得されている知識・技術の中には、試験などによる測定・評
価が難しいものやできないものが含まれている可能性もあるので、その点についても明ら
かにしていく必要がある。
第３の課題は、ボランティア活動などの経験について、学習成果の評価との関係を検討

することである。ボランティア活動は学習を目的とした活動ではなく、また、その記録は
評価ではなく履歴等の形で示される点で、今回取り上げた実務経験と類似している。各種
活動の履歴は一種の測定結果であると考えることもできるであろう。しかし、ボランティ
ア活動の履歴というのは第三者による証明が必ず得られるわけではない。また、その具体
的な活動内容によっては実務経験と同じようには捉えられない可能性もある。その点につ
いて検討し、学習成果の評価とさまざまな経験についての履歴・証明との関係を明確にし
ていく必要があるだろう。
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注記
1）関係計算法については山本恒夫『事象と関係の理論』筑波大学生涯学習学研究室２００１
を参照。関係計算法は、「関係についての式を操作し、新たな関係の式の導出を行った
り、何らかの関係の証明を行ったりする」(p.37)ための計算法である。本論文では、
資格要件を構成している要素の構造を明らかにするために、関係計算法を用いる。
本論文で用いた関係計算法の記号の意味は以下の通りである。
＃（組合せ関係）：ある範囲内に共に存在するというだけの関係。
エ（順序関係）：いわゆる順序のある関係で、順序の関係は大小でも優劣でも何でも構
わない。本論文では時間の順序である。

中（結合関係）：最広義には集合Ａの要素ａと集合Ｂの要素ｂとの間に何らかの結びつ
きがあるような関係。本論文においては、２つの要素のうちどちらか一方が存在する
だけでは不十分であり、両方がそろっていなければならないような関係を表している。
．（共立関係）：二つ以上の関係が組合せになっており、それらの関係が同時に成り立つ
場合を共立関係という。
三（関係同値）：この記号の左辺と右辺の関係が同じであることを表している。

2）２級ボイラー技士とその受験資格に含まれる資格に関して参考にした資料は、「ボイラ
ー技士(特・１．２級)」の項（『国家試験資格試験全書2005』自由国民社2003p.338)、
「エネルギー管理士」の項（同p.340)、「鉱山保安技術職員」の項（同p.406)の他、以
下の通りである。
．「２級ボイラー技士」http:"Www.exam.orjp/a03.hnl((財）安全衛生技術試験協会
http://Www.exam.orjp/内)2004/4/20参照
．「熱管理士(エネルギー管理士)｣http:"Www.ecCj.orjp/mgrl/guide/3.hm１((財）省エネ
ルギーセンターhttp:/Mww.ecq.orjp/内)2004/4/20参照
．「保安技術職員国家試験」http:"Www.meti.gojp/infonnation/license/C_texl29.hml(経済
産業省http:"Www.meti.gojp/内)2004/4/20参照
『国家試験資格試験全書2005』における記述とwebページ上のそれとが異なっている
場合には両者を併せて判断したが、とくに資格要件に関して両者の記述が矛盾している
場合にはwebページの記述を採用した。
3）「経験」の項（下中弘編『哲学事典」平凡社1９７1p.391)などを参考にした。
4）山本恒夫『２１世紀生涯学習への招待』共同出版2001pp.19-21を参考にした。
5）藤田英典「評価」の項（森岡清美他編『新社会学辞典』有斐閣1９９３pp.1226-1227)
などを参考にした。
6）ただし、受験資格のうち海技士およびボイラー・タービン主任技術者については、式
が繁雑になるため省略した。
7）なお、２級ボイラー技士および１級ボイラー技士の資格（「１級ボイラー技士」
http://Www.exam.orjp/a02.htm１((財）安全衛生技術試験協会http:"Www.exam.orjp/内）
2004/4/２０参照）を取得していることを受験資格の一つとして持っている特級ボイラー
技士の資格（｢特級ボイラー技士」ｈ叩:"Www.exam.orjp/aOl.html((財）安全衛生技術
試験協会http:ﾒﾊﾊﾉww.exam.orjp/内)2004/4/20参照）についても同じように計算をした
ところ、次の式が得られた。
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H c 中 ( E # H # H 中 E # H t = E # E = H c
井砒中E=E#E= E中H#E=H t = E # Eエ別中E=E }

この式についても、実務経験(E)と学習時間についての評価(Ht)の関係は、本文中
に挙げた４つの関係が基本となっており、あらたに現れているHt中ＥエＥ、ＥエＥ中Ht、
E=Ht=E、E=Ht中Ｅ工Ｅは基本的なパターンのバリエーションになっていると考える
ことができるであろう。

8）なお、③Ht=E、④E=Htは、②Ht中Ｅと同様に学習時間についての評価(H)と実
務経験(E)とで構成されているが、その順序が特に指定されている。そのことから、Ht
とＥの順序によって、求められている実務経験の業務内容等に違いがあると思われる
（逆に、学習時間についての評価(H)や、③別工E、④E=Htと結びついている習得し
た知識・技術についての評価(Hc)に違いがあるとも考えられる)。
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